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第1. 事 業 概 要 

 

石川県産業創出支援機構（ＩＳＩＣＯ）は、平成１１年の設立以来、県内中小・ベンチャー企業の中核的

支援機関として国や県の様々な産業支援施策を活用しながら、県内中小企業の経営の安定と発展を積極的に

支援してきた。 

 

こうした中、新型コロナウイルスの感染拡大と不安定な世界情勢は、本県地域経済にも大きな打撃を

与え、当機構では、厳しい経営環境にある事業者を支援するため様々な緊急的な支援を実施するととも

に地域経済の中心である企業活動をきめ細かくサポートした。 

 

特に、社会全体で推進が求められているデジタル化支援をより一層充実させるとともに原油等のエネ

ルギー価格が高騰している中、引き続き省エネ設備の導入を支援し中小企業の競争力強化を後押しした。

また、地域経済における伝統産業や大学発スタートアップなど、マッチングや新産業創出への取り組み

などを支援した。 

 

これらを中心に、企業が抱える様々な課題に対応していくため、以下の事業に取り組んだ。 

  

１．新産業の創出支援 
・産学官連携による技術研究開発の推進、国等の大型共同研究開発プロジェクトの実施 

・地域の産業化資源を活用した新たなビジネスの創出 

・創造的・意欲的中小企業の発掘、創業・新事業支援 
・知的財産の保護・活用や外国出願支援 等 

 
２．新市場の開拓推進 

・受発注取引情報の収集提供と取引斡旋 

・販路開拓アドバイザー等による取引斡旋 

・首都圏等とのオンライン商談会による新市場開拓の推進 等 

  

３．経営基盤の強化促進 
・情報誌「ＩＳＩＣＯ」、ホームページを活用した産業情報の提供 

・アドバイザーによる窓口相談、外部専門家派遣等を活用した経営力強化支援 

・新型コロナ感染症および原油原材料の価格高騰の影響を受けた企業等への支援 

・助成金や設備の貸与による設備導入支援  
・ものづくり企業を中心とした産業人材の育成支援 等 

 

４．産業振興施設の管理運営 
・「地場産業振興センター」の管理運営 

・「フロンティアラボ」「クリエイトラボ」の整備・運営 
・「石川ハイテク交流センター」を拠点とするサイエンスパーク内の交流連携の促進と活性化支援 等 
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第2. 事業別実施状況 
 

Ⅰ．新産業の創出支援 

 

１．産学官連携技術研究開発事業 
 

（１）新技術・新製品開発事業化可能性調査事業 
新技術・新製品の効率的な研究開発、事業化を推進する目的で、開発の前段階で実施する予

備的検討のための調査を支援した。 

 

「新技術・新製品開発事業化可能性調査事業」 

○令和４年度採択件数 ３件（採択額３,０００千円） 

①無動力アシストスーツの調査と試作・開発（金工大、石川高専） 

②健康のためのむくみ管理技術の調査とスマート衣料の開発 

③「絹製の小口径人工血管に応用可能な管腔医療材料」に関する技術調査（先端大） 

     「東京大学先端科学技術研究センター共同研究支援事業 新技術・新製品可能性調査」  

◯令和４年度採択件数 １件（採択額６７０千円） 

 ・VRと新しい感覚デバイスを使った技術訓練の可能性調査 

○令和４年度助成件数 １件（助成額１３千円） 

 

  （２）新技術・新製品研究開発支援事業 

     新産業の創造を図るため、次世代産業の基礎となる基盤技術の高度化やデジタル技術を搭載

するなどの新技術・新製品の研究開発及び実用化研究等を支援した。 

 

     「新技術・新製品研究開発支援事業」 

      ○令和４年度採択件数  ３件（採択額４９,７２０千円） 

①LED防犯灯におけるクモの巣による汚れ防止製品の開発（県立大） 

②かすみ草の自然色を維持した保存法の開発（金工大、工試） 

③工場排水を有効活用したマイクロ水力と太陽光のハイブリッドによる自家消費システムの構築（県立大） 

○令和４年度助成件数  ７件（助成額１７,２６９千円）  

「デジタル技術開発支援事業」  

◯令和４年度採択件数  ２件（採択額４０,０００千円） 

 ①画像、動画、データマイニングを活用したAIによる使用済自動車査定システムの開発 

②小型水処理システム開発支援ソフトウェア構築に向けた研究開発 

○令和４年度助成件数  ４件（助成額２９,９７６千円） 

「東京大学先端科学技術研究センター共同研究支援事業 新技術・新製品研究開発支援」  

◯令和４年度採択件数  １件（採択額６,６６６千円） 

 ・時短パルスレーザーによる金箔へのメッシュ加工技術の確立とメッシュの透過光を活かした芸術的表現の実践 

◯令和４年度助成件数  ２件（助成額３,０８６千円） 
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 （３）次世代産業創出支援事業 

次世代産業の創出を図るため、今後の地域経済の牽引役として期待される分野（ライフサイ

エンス分野、炭素繊維分野、航空機分野、エネルギー・脱炭素化分野）の産学・産業間連携に

よる研究開発を支援した。 

 

[炭素繊維分野] 

○令和４年度採択件数  ２件（採択額５７,０００千円） 

①マンホール更生用フレキシブル炭素繊維グリッドの開発（工試） 

②高速引抜成形技術による太径CFRP筋の製造プロセスおよび製品開発（金工大、工試） 

      ○令和４年度助成件数  ５件（助成額４６,１００千円） 

[航空機分野] 

○令和４年度採択件数  １件（採択額３０,０００千円） 

  ・航空機部品製造に係るコンタミネーション発生要因の特定と対策及び最適な洗浄プロセスの研究開発（工試） 

○令和４年度助成件数  ２件（助成額２８,５７８千円） 

[エネルギー・脱炭素化分野] 

○令和４年度採択件数  １件（採択額２３,６６６千円） 

 ・排熱を利用したIoT向け熱電独立電源システム開発（工試） 

○令和４年度助成件数  １件（助成額１５,２９５千円） 

[ライフサイエンス分野] 

 ◯令和４年度採択件数  １件（採択額２９,８９０千円） 

   ・人生100年時代のヘルスケア穀物ヨーグルトの開発（県立大、工試） 

○令和４年度助成件数  ３件（助成額１６,１３７千円） 

 

（４）農林水産物機能性等評価・実証支援事業 

地場の農林水産物やその加工品が有する機能性成分等の評価・実証を支援した。 

 

 ◯令和４年度採択件数  ２件（採択額４,５００千円） 

  ①スイカ未利用果（規格外、摘果果）から抽出したシトルリンの機能性評価と商品開発(県立大) 

②ブルーベリー剪定枝に含まれる機能性成分プロアントシアニジンを活かした商品開発 

○令和４年度助成件数  ２件（助成額３７９千円） 

 

（５）事業化促進支援事業 

     集中支援分野（炭素繊維、ライフサイエンス、航空機、エネルギー・脱炭素化）等において、

県内企業の事業化促進を図ることを目的とし、これまでに取り組んだ研究開発成果の事業化に

向けた評価・実証試験等の取り組みに対して支援した。 

 

      ○令和４年度採択件数  ２件（採択額１１,２３４千円） 

       ①熱可塑CFRPプレス成形時フィードフォワード制御適用により素材由来の不良ゼロ工法確立（金工大） 

②研削加工用精密ジグの革新的製造技術による製造プロセス安定化と多用途向けジグ製品化（工試） 

      ○令和４年度助成件数  ４件（助成額３,２２６千円） 

 

（６）航空機産業連携促進事業 

航空機装備品部品、航空機エンジン部品等の事業分野における新規受注の獲得、特殊工程を含

む一貫生産体制の構築およびコア技術と管理技術の向上、Nadcap認証、顧客認定の取得と更新な

ど受注能力と国際競争力の強化を図った。また、新造航空機部品、MRO（Maintenance,Repair, 

Overhaul）部品のみならず宇宙産業機器事業への参入・展開も支援した。 
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（７）炭素繊維複合材料連携促進事業 

   炭素繊維複合材料に関する取り組みの成果を事業化につなげるために、川下産業が集積し、

炭素繊維複合材料の研究開発プロジェクトに取り組む東海地域との連携を図ることにより、川

上から川下まで一貫した協力体制の構築を目指すとともに、炭素繊維の用途拡大や県内企業の

製品開発・事業化の加速化を図った。 

 

  ○事業内容 

   ①東海・北陸連携コンポジットハイウエイ構想推進に向けたシンポジウム等の開催 

   ②炭素繊維複合材料の用途拡大に向けた研究会の開催 

 

（８）医工連携イノベーション推進事業 

   医工連携による医療機器の開発・事業化を推進するため、名古屋産業科学研究所中部TLOを中

心に東海北陸地域において広域連携拠点を形成し、当該地域から医工連携プロジェクトが持続

的に生み出される基盤の構築を図った。 

 

○事業内容 

①モノづくり企業情報収集 

②公募事業への候補企業探索 

③マッチングイベントの開催 

④公募事業への申請支援（国等補助金申請書の作成支援） 

⑤ベンチャー等技術案件に対するパートナー企業探索 

⑥ニーズ意見交換会 

 

（９）デジタル技術・システム研究開発加速支援事業 

新産業の創造を図るため、デジタル技術を搭載した新技術・新製品の研究開発のうち、開発

期間が短いものを集中的に支援した。 

 

     ○令和４年度採択件数  ５件（採択額３９,６５５千円） 

①3Dデータに基づく障害者車椅子座面カバー製造方法の確立 

②DynaEye11自治体帳票向けオンプレミス型AI-OCRの開発 

③クラブ制キウイ生産の遠隔指導とライセンス管理を支えるクラウド果樹生産支援システムの開発  

④双方向リアルタイムコミュニケーション機能搭載デジタルサイネージの研究開発 

⑤SIP電話からWebRTCビデオ通話にシームレスに切り替えるシステムの開発 

     ○令和４年度助成額   ５件（採択額３６,１３３千円） 

 

（１０）戦略的基盤技術高度化支援事業 

製造業の国際競争力強化と新たな事業の創出に資するため、以下の５テーマに取り組む産学

官の共同研究体による、実用化に向けた研究開発を実施した。 

 

 ○令和４年度採択件数  ２件 

①超高速レーザ粉体肉盛コーティングによる高耐久硬質層形成技術の開発と低環境負荷表面処理プロセスの実用化 

②リサイクル炭素繊維を用いたdUD（不連続繊維一方向強化）テープの開発とスポーツから宇宙分野への適用 

○過年度継続件数    ３件 
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２．産業化資源活用推進事業 

 

（１）新商品等開発・販路開拓支援事業 

産業化資源を活用した中小企業等（小規模企業者を含む）による新商品・新サービスの市場

調査から、開発、全国・海外市場での販路開拓に至るまでの取組を支援した。 

 

「中小企業による全国・海外市場を狙った産業化資源活用商品等の開発・事業化支援事業」 

○令和４年度採択件数：２５件（採択額 ７５，０００千円） 

○令和４年度助成件数：８５件（助成額 ８５，７４４千円） 

「小規模企業枠」 

○令和４年度採択件数：１２件（採択額 １７，２０１千円） 

○令和４年度助成件数：３０件（助成額 １２，７６１千円） 

「オリンピック・パラリンピック特別枠」 

○令和４年度助成件数： １件（助成額    １００千円） 

「商品の魅力向上への取り組みに対する支援事業」 

○令和４年度採択件数： ６件（採択額  ６，０００千円） 

○令和４年度助成件数：１１件（助成額  ７，１７５千円） 

「新商品開発のための事前調査事業」 

○令和４年度採択件数： ６件（採択額  ３，０００千円） 

○令和４年度助成件数：１２件（助成額  ３，６８４千円） 

 

（２）ものづくり企業特別支援事業 

本県経済をけん引する機械や繊維等のものづくり企業による新製品等の市場調査から、開発、

全国・海外市場での販路開拓に至るまでの一貫した取組を支援した。 

 

○令和４年度採択件数： ５件（採択額 ４１，８１６千円） 

○令和４年度助成件数：１７件（助成額 ３８，６１２千円） 

 

（３）企業間・異業種連携支援事業 

複数の企業や異業種連携、産学官連携等による新商品・新サービスの市場調査から、開発、

販路開拓に至るまでの一貫した取り組みを支援するほか、海外バイヤーと連携して現地ニー

ズに則した商品改良を行い、海外展開に取り組む県内企業を支援する。 

 

○令和４年度採択件数： ５件（採択額 ２５，０００千円） 

○令和４年度助成件数：２５件（助成額 ３１，７７５千円） 
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 ３．創造的企業指導育成支援事業 

 

（１）ベンチャー企業創出育成支援事業  

将来の本県産業を牽引していくような革新的な技術、製品・サービスを持ったベンチャー企業

の創出・育成を図るため、全国公募による公開審査で３名の認定起業家を選定し、経営指導の専

門家を中心とした支援チームによる集中的な支援や優秀起業家へのスタートアップ資金を助成す

ると共に、令和３年度から社会課題を解決するため、石川県内において革新的なビジネスで創業

する意欲を持つ若者を全国公募し、１名の起業家を認定し、スタートアップ資金を助成した。 

 

○新規認定企業数   ４社 

○助成企業数     ９社（助成額  １５，８９７千円） 

 

また、県内支援機関と協力して、起業家、学生、企業、支援機関等が気軽に集える「いしか

わスタートアップステーション」を開催し、オープンイノベーション等をテーマとしたセミナ

ーを開催した。 

 

（２）大学発スタートアップ支援事業 

県内大学の有望な研究シーズを発掘し、大学発ベンチャーの創出・育成を図るため、県内大学

の研究者等による「プレゼン会」を開催し、今後の事業化に向けた支援体制を整備した。 

 

○ファイナリスト発表企業数   ９件 

 

（３）いしかわスタートアップアクセラレータープログラム事業 

ビジネスプランコンテスト認定企業をはじめとした、県内に拠点を構える成長意欲の高い企業

に対し、石川県所縁の経営経験豊富な先輩起業家等による伴走型のメンタリングを中心に集中支

援を実施することで、事業成長の加速を図った。 

 

○支援企業数   ３社 

 

（４）移住・起業支援金助成事業 

東京から本県に移住し、ＩＳＩＣＯの支援を受けて起業する者に対して、店舗の設備費等の起

業費用の一部を助成し、支援した。 

 

○令和４年度採択件数 ９件（助成額  ６，２９２千円） 

 

（５）女性のための起業支援プラットフォーム強化事業 

起業を志す、または事業を進めるうえで課題を抱える創業間もない女性起業家をフォローでき

る体制を構築し、女性のニーズに応じたきめ細やかな支援を実施した。 

 

○小規模セミナー     ４回（参加者：２３名） 

○ポップアップショップ  ９回（延べ３６日間） （出店者：７２名） 

起業を目指す女性による期間限定のショップを開催 

○チャレンジショップ  ３４日間（出店者：７名） 

     起業を目指す女性がより実店舗運営に近い形で週替わりのショップを実施 

 



- 7 -

４．知的財産保護・活用支援事業 

 

（１）知的財産活用支援事業 

地域の中小企業の知的財産に関する悩みや課題解決を支援するため、「知的総合相談窓口」を

設置し、ワンストップの相談業務を行ったほか、知的財産への意識が希薄な中小企業に対して、

知的財産活用の重要性を促すための普及啓発を行った。 

○相談件数     １，８２４件 

○周知件数       １１６件 

 

（２）外国出願支援事業 

県内中小企業の外国出願を促進し、海外展開を図るため、外国への特許・商標出願を支援した。 

○特許部門  採択件数 ： １件 

○商標部門  採択件数 ： ５件 
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Ⅱ．新市場の開拓推進 

 

１．受注開拓推進事業 
 

（１）取引情報収集提供事業 

県内中小企業の受注機会の拡大を図るため、職員やアドバイザーによる巡回調査や県外発注企

業への訪問を積極的に実施するとともに、インターネットや情報誌、企業名簿の配布等を通じ、

広く受発注情報・製品情報等の収集提供を行い、取引あっせんを推進した。 

 

       ○発注開拓企業件数        ６３８件 

       ○あっせん紹介件数        ２０８件 

       ○あっせん成立件数          ２５件 

       ○あっせん成立金額    ６７，０７４千円 

       ○年間取引見込額   ２３３，３８２千円 

 

（２）受注開拓支援事業 

県内中小企業が保有する自社開発製品や独自技術を広くＰＲするため、広域的な展示会・商談

会を開催した。 

 

「ビジネス創造フェアいしかわ」 

○会 期：令和４年５月１９日～２１日（３日間） 

○会 場：石川県産業展示館 ２号館 

○出展者：５８社・組合 １０機関 

「ビジネス創造フェアいしかわ展示商談会及び工場視察会」 

 ○参加発注企業：４１社 

 ○参加県内企業：４７社 

 ○工 場 視 察 ：３７社が延１１１社を視察 

「石川県ビジネス商談会」 

 ○参加発注企業：１５社 

 ○参加県内企業：６６社 

 ○工 場 視 察 ：１５社が延４２社を視察 

「石川県技術提案型展示・商談会」（中止） 

「第２７回機械要素技術展  石川県ブース」 

     ○会 期：令和４年６月２２日～２４日（３日間） 

○会 場：東京ビッグサイト 

○出展者：１０社 

「招聘型商談会」 

○開 催 回 数 ：１５回  

○招 聘 企 業 ：１５企業 

○視 察 企 業 ：県内企業５２社と商談 
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２．販路開拓推進事業 

 

（１）首都圏等新製品販路開拓支援事業 

県内中小企業等が開発した新製品等の販路開拓を促進するため、販路開拓アドバイザーを配 

    置した。 

 

○販路開拓企業件数        ２６３件 

○あっせん紹介件数        ５４５件 

○あっせん成立件数        ２０８件 

○あっせん成立金額    １５７，５３１千円 

 

（２）展示会・商談会等開催事業 

     県内中小企業が、いしかわ産業化資源活用推進ファンド等の支援策を活用し開発した新製品 

    等を広くPRするため、県内外で展示商談会等を開催し、販路開拓を支援した。 

      

「第９４回 東京インターナショナルギフトショー秋への出展」 

○会 期：令和４年９月７日～９日（３日間） 

○会 場：東京国際展示場（東京ビッグサイト）東展示棟 

○出展者：２８社 

「地元素材にこだわった商品マッチング商談会」 

○会   期：令和５年１月２４日（火） 

○会   場：ＡＮＡホリデイ・イン金沢スカイ 

○出 展 者：１９社 

○商談企業：県内都市型ホテル １１社 

「招聘型商談会」 

○開 催 回 数 ：１７回  

○招 聘 企 業 ：１９企業 

○商 談 企 業 ：県内企業延べ１０４社と商談 

 

  （３）アンテナショップ活用促進事業 

首都圏に販路開拓を希望する中小企業者を対象に、東京銀座にある石川県のアンテナショップ

にて試食販売を行い、消費者の意見を提供し、商品改良や販路開拓を支援した。 

 

○実施企業数：１０社 

 

（４）販路開拓・展示会等出展支援事業 

新型コロナウイルス感染拡大による影響を受けた県内中小企業等の、需要回復・販路拡大

にかかる取り組みを支援した。 

 
「国内外展示会への出展補助」 

○助成件数１２４件   助成額５１，６９９千円 
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（５）海外販路開拓支援事業  

人口減少による国内市場の縮小が見込まれる中、新興国市場、特に東南アジア・東アジア

の需要の取り込みは重要となっており、両地域のトレンド発信地であるシンガポール、香港

及びタイの現地バイヤーとオンラインによる商談会を実施し、海外販路開拓を支援した。 

 

     「シンガポールオンライン商談会」 

       ○会  期：令和４年９月 

○参加企業：県内食品関連企業１８社 

○参加バイヤー：現地日本食レストラン等３社 

○商談件数：３６件 

「香港オンライン商談会」 

○会  期：令和４年１１月～１２月 

○参加企業：県内食品、伝統工芸関連企業等３４社 

○参加バイヤー：現地食品商社、伝統工芸バイヤー等１０社 

○商談件数：４４件 

     「タイオンライン商談会」 

○会  期：令和５年２月 

○参加企業：県内食品関連企業９社 

○参加バイヤー：現地日本食レストラン等５社 

○商談件数：３０件 

      

（６）伝統産業市場変化対応支援事業 

新型コロナの影響で人々の生活環境や行動様式に変化が生じ、伝統産業を取り巻く環境も

大きく変化している中、セミナーを通じた最新の市場動向の提供や販路開拓・商品改良等を支

援した。 

 
○キックオフセミナー     １回（参加：５３者） 

○入門セミナー        １回（参加：３８者） 

〇専門家による伴走型支援   ４コース（参加：２４者） 

 伝統産業事業者に対し、ものづくり、デザイン等のコースごとに、専門家の伴走型支援

による既存商品の改良や販路開拓等の取組を支援 

 助成件数 ２４件  助成金額５，３５７千円 

○展示会出展による成果発表  ３回 

〇成果報告会         １回 

    専門家による各事業者の取組報告や展示会出展による成果のフィードバックを実施 

 

（７）地域ＤＸ促進活動支援事業 

地域企業（伝統工芸）の DX 推進に向けて連携・協働して支援する「伝統工芸 DX コンソー

シアム」を編成し、山中漆器の産地企業の課題解決に向けたデジタルマーケティング戦略の策

定や、ITベンダー等とのマッチング等を支援した。 

  〇デジタルマーケティング戦略策定支援 ２社 

  〇勉強会の開催            ８回（延べ９３名参加） 

  〇デジタル広告の試験的運用支援   １３社で実証 

  〇地域企業の商品を BtoC 向けに販路開拓支援 

 組合のオンラインショップの売上 1,922千円 
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Ⅲ．経営基盤の強化促進 

    

１．情報提供事業 
 

中小・ベンチャー企業の経営に役立つ文献や図書、研修用DVDソフトなどを整備し、情報ライブ

ラリの充実と利用促進を図るとともに、情報データベースの提供、情報誌の発行、各種広報印刷

物による情報の発信・提供に努め、ISICO事業の活動内容と成果の普及を図った。 
   

（１） 情報ライブラリの運営 

○利 用 件 数   ９１４件 
 

（２）情報誌の発行 

「情報誌「ＩＳＩＣＯ」の発行」 

○主な内容：県内中小・ベンチャー企業活動情報、産学官連携活動情報等 

○発行部数： ６，０００部（年６回発行）  
 

（３）産業創出デジタルネットワーク運営事業  

産業情報のポータルサイトとして、中小・ベンチャー企業を応援するホームページ「ＤＧ

net・デジネット」を運営し、各種ビジネス情報の収集・提供、経営や技術に関する支援サービス

等の提供を行うことにより、中小・ベンチャー企業の創造的事業活動を効率的に支援した。 

○アクセス件数      ２，３０５，３１３件 

○ＤＧネット情報登録数      ８，９３２件 

○メール配信登録者数       ７，６５６人 

 

２．経営力強化支援事業 
 

中小企業・小規模事業者等が抱える創業から経営革新、経営改善、事業承継などあらゆる経営課

題の相談に迅速に対応するため、専門知識を有するアドバイザーを配置し、中小企業等の経営力強

化を総合的・集中的に支援した。 

○窓口相談・訪問件数   １１，３４９件 

 

（１）専門家派遣事業 

コロナ禍における企業の多様なニーズに対応するため、財務状況等の分析・診断から、回

復・成長に向けた新たな取組（新分野展開、販路開拓）など、企業活動を一貫してきめ細かく

支援した。また、デジタル化の推進について、技術面のみならず、経営面も含めた助言をする

アドバイザーを派遣し、企業のデジタル化を支援した。 

○専門家派遣件数      １，８３２件（４３０社） 

うち、経営力強化総合支援アドバイザー派遣 １，４０５件（３０２社） 

デジタル化推進経営アドバイザー派遣   １９０件（ ６８社） 

 

（２）よろず支援拠点事業 

中小企業診断士、弁護士、税理士等の専門家を配置し、中小企業・小規模事業者が抱える様々

な経営課題にワンストップで相談対応を行った。 

○来訪相談件数       ３，０６５件 
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（３）中小企業活性化支援事業 

産業競争力強化法に基づく認定支援機関として、中部経済産業局から「中小企業再生支援協議

会事業」の委託を受け、経営上の問題を抱えながらも、意欲をもって事業の再生に取り組もうと

する県内中小企業の再生を支援した。 

○新規相談社数              ７２社 

○計画策定完了件数            ４０件 

 

（４）経営改善支援センター事業 

借入金の返済負担等、財務上の問題を抱えている中小企業・小規模事業者を対象に経営改善計

画策定支援を行った。 

○経営改善計画策定支援受理件数     ２７件 

○早期経営改善計画策定支援受理件数   １２件 

 

（５）事業承継・引継ぎ支援センター事業 

中小企業・小規模事業者の事業承継・事業引継ぎに関する課題解決に向けた適切な助言、情報

提供、マッチング支援を行った。 

○新規相談対応（譲渡・譲受）件数   ２２６件 

      〃  （親族内）         ６９件 

○成約（譲渡・譲受）件数        ３４件 

  〃   （親族内）         ２０件 

 

３．設備導入支援事業 

 

（１）新分野進出・事業転換支援事業 

コロナ禍にあっても、売上の確保や新たな成長を目指し、新分野への進出や事業転換等に取

り組むための事業を助成した。 

○助成件数  １２７件（助成額 １０４，２７３千円） 

 

（２）商品・サービス高付加価値化支援事業 

原油や原材料の価格高騰の影響を受ける事業者に対し、商品・サービスの高付加価値化を図

る取組に対し助成した。 

○助成件数  ４３件（助成額   ３５，７５２千円） 

 

（３）デジタル化設備導入支援事業 

本県産業のデジタル化を促進し、あらゆる業種においてデジタル化による生産性向上や業務

の効率化を図るため、県内企業のデジタル化設備の導入に対し助成した。 

○助成件数 ２５８件（助成額 ８００，３０５千円） 

 

（４）省エネ設備緊急支援事業 

原油価格等世界的にエネルギー価格が高騰する中、生産コスト削減による県内企業の競争力

強化のため、省エネ設備の導入に対し助成した。 

○助成件数 １００件（助成額３４６,６０９千円） 
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（５）設備貸与事業 

県内中小企業の経営基盤強化に必要な設備の導入を促進するため、設備貸与割賦事業を実施

した。 

○貸与件数             １０件  

○設備金額  ３４０，４１０千円 

○貸与金額  ２９７，３４４千円 

 

４．産業人材確保・育成支援事業 

 

（１）産業人材確保定着支援事業 

県内中小企業からの人材相談に対応するため専門のアドバイザーを配置し、県内企業経営者、

人事担当者等を対象とし、人材マネジメント・組織開発全般に関するセミナーを開催するとと

もに、人材の採用・育成・定着等について支援した。 

○相談指導件数      １０２件 

○企業向け人材セミナー   １９回 受講者数：３７７人 

 

  （２）産業大学講座等セミナー開催事業 

経営全般、人材確保、ＩＴ活用等に関する各種セミナーや、県工業試験場と連携した技術セミ

ナーを開催し、中小･ベンチャー企業の意識啓発と人材育成を支援した。 

 

○セミナー開催件数        ２２７回 受講者数：３，７１２人 

うち 経営支援セミナー    １０５回 受講者数：１，３６９人 

      人材セミナー       ２５回 受講者数：  ３８４人 

      ＩＴ活用セミナー     ４９回  受講者数：  ７６６人 

      技術セミナー       ４８回 受講者数：１，１９３人 

 

５．地域商業活性化推進事業 
 

地域商業の活性化を図るため、商店街が行う集客イベントや商店街の有志グループ等が行うビジ

ネスプランの事業化等を支援した。 

○助成件数       ６件（助成額  ５，５１３千円） 
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Ⅳ．産業振興施設の管理運営 

 

１．会議室・研修室等の提供事業 
 

（１） 地場産業振興センター管理運営事業 

 

＜貸館事業＞ 

主要経済団体等の拠点集積による相乗効果を目的とした施設運営及び産学官の交流や人材養成

のための研修・会議等の場を提供した。 

 

区 分 大ホール 
ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ 

会議室 研修室 合計 
 ホール 

室 数    1 1 8 10 20 

件 数    258 320 1,849 3,272 5,699 

金 額(千円) 24,209 15,713 21,773 61,770 123,465 

稼働率    73.5% 91.2% 61.6% 93.2% 81.2% 

延べ利用人数 ２８８，１０６人（視察・展示会等含む） 

＜企画展示事業＞ 

県内企業等が開発した新商品や地場産品等を石川県地場産業振興センター内の展示施設じば

さんギャラリー等の企画展示会を通じて紹介し、当該商品、サービスの需要開拓を支援した。 

 

① 本館（じばさんギャラリー） 

・第３６回全国手づくりガラス展（令和４年６月１日～７月１日） 

・第３７回全国やきものの里展（令和４年９月９日～１０月２８日） 

など、９回の展示会を開催 

② 新館（展示室） 

・「北金沢の工芸展」森本商工会（令和４年９月１日～１０月３日）  

・令和４年度プレミアム石川ブランド製品紹介展（令和４年１１月１６日～１２月６日） 

など、１１回の展示を実施 

 

（２）いしかわハイテク交流センター管理運営事業  

サイエンスパークの交流拠点である「石川ハイテク交流センター」の管理運営を行い、施設 

の利用促進を図るとともに、サイエンスパークの総合窓口として、大学、企業、支援機関等の

産学官連携を推進した。 

 

区 分 宿泊施設 会議室等 合 計 

利 用 件 数 1,225件  722件  1,947件  

利 用 人 数 1,381人  10,637人  12,018人  

利 用 金 額 5,891千円 9,495千円 15,386千円  
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２．創造拠点施設の提供事業 

 

（１）サイエンスパーク新産業創造拠点化事業 

サイエンスパークの新産業創造拠点化を推進するため、窓口機能の強化を図り、インターネッ

トによる情報の発信、パーク内交流会の開催や産学・産業間連携に向けたコーディネート活動

等を積極的に展開するとともに、進出企業等がより高度な研究開発に取り組むため、情報ネッ

トワークのインフラ管理と利用促進を図り、ベンチャー企業や研究開発型企業の立地・集積を

促進した。 

 

〇インターネットによる情報発信 

ＨＰアクセス件数       ３８，２８４件 

〇入居企業連絡会の実施             １回 

○ＩＳＰ交流会の実施              １回 

〇女性起業家チャレンジショップ        ６回 

 

（２）いしかわクリエイトラボ運営事業  

創業間もないベンチャー企業や新分野進出・新技術の開発等を行う中小企業のインキュベート 

施設「クリエイトラボ」の管理運営を行うとともに、入居企業の各種相談の対応や専門家等の

斡旋・紹介、入居企業の交流会等を開催することにより、創造的な研究開発活動を促進し、入

居企業の自立成長を支援した。 

 

○入居企業数 ４０社 

 

（３）いしかわフロンティアラボ整備・運営事業  

サイエンスパークに、ベンチャー企業や研究開発型企業の集積を図り、新産業創造の拠点形成

を推進するため、企業の初期投資軽減を目的とした施設「フロンティアラボ」を運営した。 

 

○入居企業数 ９社 １７棟 
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第3. 庶 務 事 項 

年 月 日 事               項 

R4.4.1 評 議 員 会 （同意書） 

・定款の一部変更について 

・役員報酬等並びに費用に関する規程の一部変更について 

・理事の選任について 【宮本 外紀】【和田 隆志】 

R4.4.1 理 事 会 （同意書） 

・常務理事の選定について 【宮本 外紀】 

R4.4.8 評 議 員 会 （同意書） 

・理事の選任について 【内田 滋一】 

R4.4.8 理 事 会 （同意書） 

・代表理事副理事長の選定について 【内田 滋一】 

R4.6.10 理 事 会 

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度決算報告について 

・定時評議員会の開催について 

R4.6.29 

 
定 時 評 議 員 会 

 ・令和３年度決算報告について 

 ・任期満了に伴う評議員、理事、監事の選任について 

   評議員 【新任】作田一則 【退任】小出 進、表野悦夫 

   理事  【新任】米澤 寛  このほか評議員5名、理事13名、監事2名重任 

 ・報告【令和３年度事業報告】 

R4.6.29 

 
理 事 会 （同意書） 

・代表理事理事長の選定について  【田中新太郎】 

・代表理事副理事長の選定について 【内田 滋一】 

・専務理事の選定について     【北川 和昌】 

・常務理事の選定について     【宮本 外紀】 

・常務理事の選定について     【村田  潔】 

・令和４年度事業計画の一部変更（追加）について 

・令和４年度収支補正予算について 

R4.6.30 評 議 員 会 （同意書） 

・評議員の選任について 【山本 好和】 

R5.3.29 

 
理 事 会 

・令和４年度収支補正予算について 

・令和５年度事業計画及び収支予算について 

・令和５年度事業資金の借入について 

 

【事業報告書の附属明細書】 

事業報告の内容を補足する重要な事項はないため、附属明細書は作成しない。 


